
　まちのなかには、猫が好きな人も苦手な人もいま
す。かわいそうだからとえさをやる人もいれば、敷
地にふんをされて、迷惑に思っている人もいます。
野良猫や飼い猫によるトラブルを、地域の環境問題
としてとらえ、その地域にあったルールを作って、
猫の問題を解決していくことが大切です。
「地域猫活動」を知っていますか
　地域住民の理解のもとに、猫の繁殖制限・えさ・
ふん尿などの適正な管理を行いながら、野良猫の数
を減らしていく取組みのことです。
第一歩はＴＮＲ－Ｍ
Ｔ…ＴＲＡＰ（捕獲して）
Ｎ…ＮＥＵＴＥＲ（不妊去勢手術をし）
Ｒ…ＲＥＴＵＲＮ（元の場所に戻し）
Ｍ…ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ（管理する）
※手術をした猫は、片耳が桜の花びらの形の「さく
ら耳」をしています。

「地域猫活動」の手順と効果
①不妊去勢手術の実施　
　子猫が産まれないので、猫の数が増えず、徐々に
数を減らすことができます。
※野良猫の寿命は、平均３～５年と言われています。
また、手術をすることで、病気を防ぐこともできま
す。
②衛生的なえさ場の管理
　お腹を空かせて、ごみを
あさることがなくなります。
③猫トイレの設置と管理
　民家の庭などにむやみに
ふん尿をすることがなくな
り、迷惑が軽減されます。
市民講座「所有者のいない猫にできること」　　　　
　是非ご参加ください。　　　　　　　　　　　
とき　８月４日㈯　10時～11時　　　　　　　　　
ところ　市役所談話室３　　　　　　　　　　　　　
講師　愛知県動物保護管理センター職員　　　　　　
定員　30人（先着順）　　　　　　　　　　　　　　
申込み　７月17日㈫より環境課ごみ減量係　　　　　

問合せ　環境課ごみ減量係

町をきれいに　クリンピー情報局

問合せ　
防災課地域防災係　

消防団員募集中

　年齢や職業も様々なメンバーですが、お互いに協
力しあいながら一丸となって真剣に活動し、ときに
は厳しく、共に成長し、強い絆を築いています。そ
ういった経験は団員たちの人生において大変素晴ら
しく大切な宝物になると私は信じています。今後と
も地域の皆さんに信頼される第３分団でいられるよ
う、受け継いでいけるよう努力してまいりますので、
ご理解・ご協力をお願いします。

第３分団を紹介します
　私たち第３分団は、中山地区・棚尾地区を主体に
市内全域の皆さんの生命・財産を災害から守るため、
日々訓練をしています。地域の皆さんには日ごろよ
り消防団活動に対するご理解・ご協力をいただき、
ありがとうございます。
　「受け継がれる絆

きずな

で地域を守る　我らウルトラフ
ァイヤーマン」というスローガンのなか、初めは具
体的に何をやるのと、よく分かっていなかった団員
も消防団活動や各種訓練・消火活動を通して地域の
ために役立っているという誇りと自覚をもって活動
をしています。

第３分団　分団長
山田祐一郎さん

人も猫もおだやかに暮らせる
まちづくりをめざして
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